




 土 門 拳 記 念 館 展 示 情 報  2019 

２０１９年９月２７日（金）～１２月２２日（日） 

休館日：１１月１１日（月）、１２月の毎週月曜日 

 

生誕 110 年 土門拳 古寺巡礼名作セレクション 

カラー  64 点 
 土門拳のライフワーク「古寺巡礼」は、1963 年から足掛け 12 年の歳月をかけて全 5 集にまと

められました。全 5 集の収載作品 787 点の中から、珠玉の 64 点を迫力の大型作品でご覧いただけ

ます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第 38 回土門拳賞受賞作品展 

高橋智史「RESISTANCE カンボジア 屈せざる人々の願い」 

カラー 50 点 

第 38 回の受賞作は、カンボジアの強権政治に屈することなく闘い続ける人びとに迫ったドキュ

メンタリー。監視される日常生活、抗議の現場、デモ行進の最前線で、自身の安全も顧みず、声

を挙げ、祈り、仲間を助け合う市民の姿を追っています。写真は全世界に発信され、知られざる

カンボジアの現況と圧政に負けず闘う人びとの姿を世界に伝えました。 

＜土門拳賞受賞作家 高橋智史氏（秋田出身）ギャラリートーク＞ 

10 月 12 日（土）14 時～ 参加無料（要入館料） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

第 25 回酒田市土門拳文化賞受賞作品展 

上瀧由布子「糸遊～GOSSAMER」  ※11/10（日）まで 

モノクロ 30 枚組 

酒田市では 1994 年の土門拳記念館開館 10 周年を機に、写真文化、写真芸術の振興および奨励

に寄与することを目的としてこの文化賞を創設しました。今回の公募には全国の 137 人から 143

テーマの作品が寄せられました。第 25 回の受賞作品には、「“生きて在る”とはどういうことなの

か」をテーマに日常を撮った上瀧由布子氏の「糸遊～GOSSAMER」が選ばれました。また、以下 3

名の奨励賞受賞作品もアルバム（一部額装）で展示します。 

管野千代子「二つの祖国」（カラー30 枚組） 

寺本雅彦「墓場から揺り籠まで」（モノクロ 30 枚組） 

新海裕幸「また一つ時を刻んで」（カラー30 枚組）  
 

土門拳記念館 
〒998-0055 山形県酒田市飯森山二丁目 13 番地（飯森山公園内） 

TEL/FAX：０２３４-３１-００２８ http://www.domonken-kinenkan.jp/ 
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